
（（（（（11111）））））1974年4月8日第三種郵便物認可　月3回（5・15・25日）発行

振替番号

半年　　　５４００円
１年　　１００００円

日本労働党中央委員会機関紙

発行所　労働新聞社

００１４０−５−９５１２１

定期購読
定価１部３００円

２０２３年２０２３年２０２３年２０２３年２０２３年
６月１５日６月１５日６月１５日６月１５日６月１５日

第第第第第16781 6 7 81 6 7 81 6 7 81 6 7 8号号号号号

編集発行人　高橋信

本　社本　社本　社本　社本　社
東京都千代田区飯田橋４−１−５東京都千代田区飯田橋４−１−５東京都千代田区飯田橋４−１−５東京都千代田区飯田橋４−１−５東京都千代田区飯田橋４−１−５




ボザール飯田橋２階ボザール飯田橋２階ボザール飯田橋２階ボザール飯田橋２階ボザール飯田橋２階

〒〒〒〒〒102-0072102-0072102-0072102-0072102-0072

電話電話電話電話電話

03-3265-6506

/

FAX
03-3265-6507

03-3265-6506

/

FAX
03-3265-6507

03-3265-6506

/

FAX
03-3265-6507

03-3265-6506

/

FAX
03-3265-6507

03-3265-6506

/

FAX
03-3265-6507

〒〒〒〒〒001-0033001-0033001-0033001-0033001-0033

北海道支社北海道支社北海道支社北海道支社北海道支社

札幌市北区北３３条札幌市北区北３３条札幌市北区北３３条札幌市北区北３３条札幌市北区北３３条
西６−１−１０−２０６西６−１−１０−２０６西６−１−１０−２０６西６−１−１０−２０６西６−１−１０−２０６

電話電話電話電話電話

011-558-4441

011-558-4441

011-558-4441

011-558-4441

011-558-4441

関西支社関西支社関西支社関西支社関西支社

大阪市淀川区西中島５−８大阪市淀川区西中島５−８大阪市淀川区西中島５−８大阪市淀川区西中島５−８大阪市淀川区西中島５−８
−２９チサン第３新大阪５０１−２９チサン第３新大阪５０１−２９チサン第３新大阪５０１−２９チサン第３新大阪５０１−２９チサン第３新大阪５０１

電話電話電話電話電話

06-6586-9920

06-6586-9920

06-6586-9920

06-6586-9920

06-6586-9920

〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

九州支社九州支社九州支社九州支社九州支社

福岡市博多区豊１−３−８−３０２福岡市博多区豊１−３−８−３０２福岡市博多区豊１−３−８−３０２福岡市博多区豊１−３−８−３０２福岡市博多区豊１−３−８−３０２

電話電話電話電話電話

092-483-1344

092-483-1344

092-483-1344

092-483-1344

092-483-1344

〒〒〒〒〒812-0042812-0042812-0042812-0042812-0042

２０２３年６月１５日　　第1678号　

　
岸
田
政
権
は
、
米
国
の
対
中

包
囲
網
強
化
に
追
随
し
て
い
ち

だ
ん
と
中
国
へ
の
対
抗
を
強
め

て
い
る
。

　
６
月
２
日
か
ら
の
ア
ジ
ア
安

全
保
障
会
議
︵
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

会
合
︶
に
合
わ
せ
て
日
本
、
米

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
防
衛
相
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
初
め
て
会
談
し
た
。

議
の
枠
組
み
の
初
会
合
を
16

日
に
東
京
で
開
催
す
る
。
こ
れ

は
日
本
側
の
提
案
で
開
催
が
決

ま
っ
た
。

　
４
カ
国
会
談
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
日
米
豪
３
国
の
防
衛
相

会
談
で
は
、
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
﹁
Ｆ
35
﹂
の
共
同
訓

練
を
初
め
て
豪
州
内
で
実
施
す

る
こ
と
や
自
衛
隊
が
米
軍
、
豪

州
軍
と
訓
練
を
行
う
際
、
武
器

を
使
っ
て
両
軍
を
守
る
﹁
武
器

等
防
護
﹂
を
定
期
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
も
一
致
し
た
。

　
ま
た
、
浜
田
防
衛
相
は
日
米

韓
の
防
衛
相
会
談
も
行
い
、
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
︵
朝

鮮
︶
の
ミ
サ
イ
ル
情
報
を
３
カ

国
で
即
時
共
有
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
日
韓
の
レ
ー
ダ
ー
シ

ス
テ
ム
を
米
国
経
由
で
連
結
し

年
内
に
運
用
を
始
め
る
。
日
米

韓
の
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら

ず
、
共
同
訓
練
の
拡
充
な
ど
で

対
処
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
照
射
問

題
な
ど
で
こ
じ
れ
た
日
韓
間
の

信
頼
回
復
の
た
め
の
協
議
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

　
岸
田
政
権
に
よ
る
対
中
包
囲

網
強
化
、
戦
争
準
備
は
、
九

州
・
沖
縄
な
ど
で
の
基
地
強

化
、
拡
大
と
併
せ
て
国
際
間
で

も
際
限
な
く
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

マ
ル
コ
ス
政
権
に
な
っ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
中
国
の
海
洋
進

出
を
口
実
に
、
米
国
と
の
同
盟

強
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
会

談
で
は
、
中
国
を
念
頭
に
、
安

全
保
障
分
野
で
連
携
を
強
化
す

る
方
針
を
確
認
、
４
カ
国
の
協

力
を
進
め
る
こ
と
で
一
致
し

た
。
さ
ら
に
日
米
比
３
カ
国
は

安
全
保
障
担
当
高
官
に
よ
る
協

　
全
国
の
支
持
者
、
友

人
、
﹁
労
働
新
聞
﹂
読
者

の
皆
さ
ん
！
　
わ
が
党
へ

の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
、

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

全
国
で
奮
闘
す
る
同
志
の

皆
さ
ん
に
も
、
心
か
ら
の

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
機

に
、
世
界
が
﹁
歴
史
的
転

換
期
﹂
に
あ
る
こ
と
が
鮮

明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

国
を
先
頭
と
す
る
新
興
諸

国
の
台
頭
は
著
し
く
、
自

主
性
を
強
め
て
い
ま
す
。

米
国
を
中
心
と
す
る
帝
国

主
義
の
世
界
支
配
は
相
対

化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
米
欧

の
金
融
不
安
と
諸
国
内
の

階
級
闘
争
の
激
化
が
そ
れ

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま

す
。

　
米
国
は
財
政
や
金
融
不

安
な
ど
へ
の
対
処
に
手

い
っ
ぱ
い
で
、
国
内
は

﹁
分
断
﹂
激
化
で
﹁
内
戦

状
態
﹂
で
す
。
米
国
と
欧

州
と
の
間
の
矛
盾
も
厳
し

く
な
り
、
新
興
諸
国
の
取

り
込
み
に
も
失
敗
し
ま
し

た
。
米
国
で
さ
え
、
対
中

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
︵
分

断
︶
を
﹁
デ
リ
ス
キ
ン

グ
﹂
︵
リ
ス
ク
低
減
︶
と

言
い
換
え
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。
も
は
や
﹁
中

国
な
し
の
世
界
﹂
は
あ
り

得
な
い
か
ら
で
す
。

　
米
国
の
﹁
対
中
国
包
囲

網
﹂
形
成
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
す
ま
す
深
刻
な
﹁
格

差
﹂
、
深
刻
な
気
候
変
動

と
自
然
災
害
、
急
速
な
技

術
革
新
な
ど
も
、
資
本
主

義
の
生
産
様
式
の
限
界
を

明
白
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
﹁
社
会
革
命
の
時

代
﹂
を
切
り
開
け
る
の

は
、
何
よ
り
も
先
進
諸
国

の
労
働
者
階
級
で
す
。

　
労
働
者
階
級
は
中
小
諸

国
と
連
帯
し
、
米
国
の
世

界
支
配
を
よ
し
と
し
な
い

帝
国
主
義
の
一
部
も
ひ
き

つ
け
て
米
帝
国
主
義
と
の

闘
い
を
前
進
さ
せ
、
各
国

で
政
治
権
力
を
め
ざ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
岸
田
政
権
は
、
昨
年
末

に
﹁
安
保
３
文
書
﹂
を
閣

議
決
定
し
、
日
米
軍
事
同

盟
一
体
化
、
防
衛
費
大
幅

増
な
ど
で
東
ア
ジ
ア
の
軍

事
的
緊
張
を
高
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
米
世
界
戦
略

に
追
随
し
、
わ
が
国
を
戦

争
の
危
機
に
直
面
さ
せ
る

亡
国
の
道
で
す
。
多
国
籍

大
企
業
の
権
益
を
守
り
、

日
本
の
政
治
軍
事
大
国
化

を
め
ざ
す
危
険
な
動
き
で

す
。

　
岸
田
首
相
は
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
︵
主
要
国
首
脳

会
議
︶
を
﹁
成
果
﹂
な
ど

と
吹
聴
し
て
い
ま
す
が
、

﹁
転
換
期
﹂
の
世
界
で
は

時
代
錯
誤
で
す
。
ま
し
て

﹁
ア
ジ
ア
の
大
国
﹂
と
し

て
登
場
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
こ
と
は
、
世
界
で
孤
立

す
る
亡
国
の
道
で
す
。

　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙

の
結
果
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
有
権
者
の
﹁
自
民
党

離
れ
﹂
は
ま
す
ま
す
進
行

し
て
い
ま
す
。
四
半
世
紀

以
上
も
与
党
と
し
て
自
民

党
を
支
え
て
き
た
公
明
党

と
の
間
に
も
、
﹁
す
き
ま

風
﹂
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
自
民
党
が
か
ろ
う
じ
て

政
権
を
維
持
で
き
て
い
る

の
は
、
立
憲
民
主
党
な
ど

野
党
の
﹁
弱
さ
﹂
と
連
合

中
央
幹
部
の
裏
切
り
に
支

え
ら
れ
て
の
も
の
で
す
。

　
日
米
同
盟
強
化
と
大
軍

拡
で
中
国
・
ア
ジ
ア
と
敵

対
す
る
道
か
、
国
の
完
全

独
立
を
達
成
し
ア
ジ
ア
と

共
生
す
る
道
か
、
わ
が
国

の
進
路
が
鋭
く
問
わ
れ
る

情
勢
で
す
。
対
米
従
属
政

治
を
打
破
し
、
国
民
大
多

数
の
た
め
の
政
権
を
樹
立

し
て
こ
そ
、
わ
が
国
の
難

局
を
打
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
中
国
と
の
関
係
改
善
、

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
と
の
即
時
無
条
件
の
国

交
正
常
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
闘
い
と
結
び

つ
け
て
、
ま
す
ま
す
貧
困

化
す
る
国
民
生
活
を
再
生

さ
せ
る
闘
い
を
前
進
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
わ
が
党
は
、
闘
い
を
求

め
る
労
働
者
階
級
を
中
心

と
し
、
農
漁
民
、
中
小
商

工
業
者
、
知
識
人
、
青
年

学
生
、
さ
ら
に
大
企
業
や

保
守
政
治
家
の
一
部
さ
え

含
む
広
範
で
強
力
な
政
治

戦
線
の
形
成
・
発
展
に
尽

力
し
ま
す
。
沖
縄
県
民
の

闘
い
は
、
こ
う
し
た
戦
線

の
中
核
に
な
り
得
る
存
在

で
す
。
全
国
で
連
帯
し
た

闘
い
を
巻
き
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
党
は
歴
史
的
任
務

に
耐
え
得
る
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
革

命
政
党
の
建
設
・
強
化
の

た
め
に
奮
闘
す
る
決
意
で

す
。
機
関
紙
﹁
労
働
新

聞
﹂
も
、
さ
ら
な
る
改
善

を
図
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
闘
い
の
た

め
の
絶
大
な
カ
ン
パ
を
要

請
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
６
月

カ
ン
パ
の
送
り
先

郵
便
振
替
　
０
０
１
１
０

︱
５
︱
５
５
９
５
０
９

加
入
者
名
　
Ｊ
Ｌ
Ｐ

日本労働党中央委員会

対
中
包
囲
強
化
で
米
追
随

　
一
方
、
ア
ジ
ア
安
全
保
障

会
議
で
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

米
国
防
長
官
が
呼
び
か
け
て

い
た
李
尚
福
中
国
国
防
相
と

の
会
談
は
中
国
側
が
正
式
の

会
談
に
応
じ
ず
、
見
送
り
と

な
っ
た
。
米
国
が
18
年
か
ら

の
李
氏
に
対
し
て
科
し
て
い

る
制
裁
を
解
除
し
な
い
ま
ま

の
会
談
要
求
を
拒
否
す
る
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
双
方
の
偶
発
的
な
衝
突
回

避
の
た
め
、
こ
の
期
間
も
米

中
の
高
官
協
議
が
続
け
ら
れ

て
い
る
が
、
同
時
に
台
湾
海

峡
で
の
米
海
軍
の
艦
船
航
行

も
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
中
国

へ
の
挑
発
も
続
い
て
い
る
。

　
安
全
保
障
会
議
で
は
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
︵
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
︶
諸
国
か
ら
は
﹁
米

中
の
歩
み
寄
り
﹂
を
求
め
る

声
が
上
が
る
な
ど
、
地
域
の

平
和
と
安
定
を
求
め
る
姿
勢

が
強
く
示
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
声
が
あ
る
中
で
、
わ
が
国

は
米
国
や
そ
の
同
盟
国
と
の

防
衛
相
会
談
を
行
う
な
ど
、

地
域
の
平
和
と
安
定
に
は
全

く
逆
行
す
る
姿
勢
で
あ
っ

た
。
わ
が
国
は
ア
ジ
ア
の
一

員
と
し
て
、
中
国
や
ア
ジ
ア

諸
国
と
平
和
の
国
の
進
路
を

進
む
べ
き
で
あ
る
。
︵
Ｈ
︶

大軍拡と増税に反対の声を上げる沖縄県民（6月7日・那覇市）

地
域
の
平
和
と
逆
行
す
る
日
本


